
～まえがき～
　今号の学生企画を担当します，医学類 5年の白根愛子・福留　舞と申します。
　本企画では解剖学・神経科学研究室の佐々木哲也先生と，「研究室演習」を通して研究活動を行っ
ていた医学類 4年の中村賢佑さんに研究室の概要や研究内容について紹介していただいております。
　本企画を通して，学生の皆様が少しでも研究に興味を持っていただけることを願っています。

「研究室紹介」

筑波大学　医学医療系　生命医科学域　解剖学・神経科学研究室

　筑波大学は，東京師範学校（のちの東京教育大
学）が前身です。キャンパスが狭隘であったた
め，東京教育大学の筑波移転が計画され，1973年
10月に新構想大学として筑波大学は発足しまし
た。1974年 4 月に医学専門学群（現在の医学群），
第一学群（人文，社会，自然学類）と体育専門学
群の第 1期生が入学しました。1975年に第二学群
（比較文化，人間，生物，農林学類）と芸術専門
学群が，1977年には第三学群（社会工学，情報，
基礎工学類）が開設されました。2002年には，図
書館情報大学と統合しました。
　筑波大学のキャンパスは，筑波と東京（東京教
育大学の敷地を含む）の 2つに大きく分かれてい
ます。筑波研究学園都市にある筑波キャンパスの
総面積は246haと広大であり，大学の単一キャン
パスとしては国内第 2位の規模です。構内には循
環バスが運行されています。筑波研究学園都市
は，東京から北東に約60kmに位置します。国立
試験研究機関等が高水準の研究と教育を行うため
の拠点を形成することを目的に建設されました。

研究機関の集積をもとに科学技術拠点都市として
成長し，今日では 2万人以上の研究者を有する世
界的な研究都市となっています。
　筑波大学は，開学当初より実験校として多様な
試みが行われていました。基礎医学系の教室を廃
して，グループという言葉が用いられました。医
学専門学群の解剖グループは基本的に一つの単位
として運営されていましたが，教授を中心とした
3部門（解剖学第一研究部門・第二研究部門・第
三研究部門）がありました1）。当研究室は，解剖
学第一研究部門の流れを引き継いでいます。初代
教授である河野邦雄は，1974年 9 月にハーバード
大学から帰国し，本学における解剖学研究と医学
教育の基盤を確立しました。研究面では，特に電
子顕微鏡を用いた神経組織の解析に注力しまし
た。「本能特別プロジェクト」に参画し，ニュー
ロン軸索の initial segmentの構造について多くの
業績を挙げました。また，魚類のマウスナー細胞
のギャップ結合，プルキンエ細胞の興奮に伴う層
状化した小胞体の出現に関する研究に取り組みま
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した。医学教育では，肉眼解剖学・組織学の講義
と実習を担当されました。ユニークな試験問題で
学生との知的交流を積極的に行ったことが現在ま
で伝わっています。河野邦雄は医学研究科長，日
本解剖学会理事を歴任し，1998年まで解剖学第一
研究部門教授の任に当たりました2）。
　二代教授の久野節二（基礎医学系システム脳科
学研究分野教授）は神経内分泌の研究を行い，大
学院人間総合科学研究科　感性認知脳科学専攻
長，日本感性工学会理事，同学会感性脳機能部会
代表，学会誌編集委員，日本解剖学会の学術評議
員を歴任しました。野上晴雄は，准教授・教授と
して成長ホルモン及び GHRH受容体遺伝子の発
現調節の研究を精力的に行い，現在は日本保健医
療大学 保健医療学部看護学科の教授として活躍
しています。
　2015年 7 月 1 日，武井陽介が東京大学大学院医
学研究科より着任し，解剖学・神経科学研究室を
設立しました3）。2015年秋に越田隆介助教が着任
し，2018年度まで研究室の実務を担いました。首
藤文洋は，久野教授の時代より講師として系統解
剖学および神経解剖学の講義・実習を率先して行
い，2020年 3 月より前橋工科大学　工学部システ
ム生体工学科の教授として異動しました。2018年
1 月に佐々木哲也が助教として着任し，現在まで
研究・教育に取り組んでいます。2021年 3 月に
は，岩田 卓が東京大学 大学院医学系研究科 分子
構造・動態・病態学講座より助教として着任しま
した。2022年 4 月，学内の組織再編成により，増
田知之（解剖学・神経生物学研究室）が新たに研
究室に参画しました。増田准教授は2023年 4 月を
もって目白大学の教授として栄転されました。ま
た同年，献体事務室に水谷 慶さんが新たに参加
しました。2023年 7 月より佐々木が准教授に着任
し，さらに2024年 3 月に森川 桃が助教として着
任して現在の体制となりました。現在は，教授 1
名，准教授 1名，助教 2名，研究助手 1名，学生
8名により構成されています。これまでに筑波大
学医学類，医療科学類，心理学類，生物学類，国
際基督教大学，海外からの留学生など多様なバッ
クグラウンドを持つ学生が在籍し，研究活動を行

いました。
　私たちの研究室では，医学群医学類の系統解剖
学，神経解剖学を担当しています。系統解剖学の
講義と実習は， 2年生を対象として毎年 5月中旬
から 6月にかけて行われます。また神経解剖学の
講義と実習は10-11月に行われます。医学類では
開学当初より，旧来の 2年制進学課程と 4年制専
門課程の区別を廃し，基礎医学・臨床医学・社会
医学を統合した 6年間一貫教育を取り入れてきま
した。2004年度には，大規模なカリキュラム改革
が実施され，現在「新・筑波方式」と呼ばれる，
先進的カリキュラムによる教育を行っています。
この教育システムにより，全国の医学部の中でも
稀に見る速さで臨床を中心とした講義・実習に移
行します。解剖学講義・実習をコンパクトに行う
ノウハウが積み上げられています。2020-21年度
は，コロナ禍の最中でしたが，感染対策を行った
上で系統解剖実習の全日程をオンサイトで実施す
ることができました4）。解剖学教育には，解剖学・
発生学研究室（高橋 智教授，旧解剖学第二研究部
門），筑波大学医学系技術室（筑波大学白菊会事
務局：瀬谷祐一技術員・矢部一徳技術員，水谷 慶
技術員）と協力してあたっています。
　大学院組織としては，人間総合科学学術院 人
間総合科学学術群（ニューロサイエンス学位プロ
グラム・フロンティア医科学学位プログラム・医
学学位プログラム）に所属し，主に神経科学と精
神疾患の研究を展開しています。統合失調症や自
閉スペクトラム症（ASD）のような精神神経疾患
には，決定的な治療法がなく，疾患のメカニズム
も長年不明でした。近年，これらの病態の背景に
シナプスの構造と機能の異常があることがわかり
注目を集めています。私たちの研究室では，「シ
ナプス機能を支える細胞内物質輸送機構」と「シ
ナプスの形成・発達と免疫システムの相互作用」
に注目して研究を行っています5）6）7）8）9）。最近は，
新規の精神疾患病態モデル動物の開発と解析，分
子基盤の解明に取り組んでいます。詳細は，当
研究室のウェブサイト（https://www.neurosci.

tsukuba.ac.jp/~takeilab/）や大学院生募集サイト
（https://tayo.jp/recruitments/student/49） に 掲
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載されています。これらの研究テーマに興味があ
る学生で，大学院に進学し研究したいという希望
を持つ方がいましたら，ぜひご連絡いただければ
と思います。
　生命科学や医療技術の急速な進歩と情報化，患
者ニーズの多様化により，新しい医学教育・研究
が常に求められています。私たちは，先人たちが
築き上げた知識と技術を受け継ぎ，それを基盤と
した新たな解剖学研究・教育を発展させることを
目指しています。桐医会の先生方には，今後とも
ご指導ご鞭撻のほどを何卒よろしくお願い申し上
げます。

文責：佐々木 哲也
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4 月に，研究棟の近くにある天久保池にて撮影しました。

＜研究室メンバー＞ 
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連絡先 Address

国立大学法人　筑波大学　医学医療系　生命医科学域　解剖学・神経科学研究室
Laboratory of Anatomy and Neuroscience, Faculty of Medicine, University of Tsukuba

〒305-8577　茨城県つくば市天王台1-1-1
1-1-1 Tennodai, Tsukuba, Ibaraki 305-8577, Japan

Tel: 029-853-3342/ Fax: 029-853-3342
E-mail: tsasaki@md.tsukuba.ac.jp

　優美な曲線を描き，ランドマーク性を感じさせる総合研究棟 D に実験室と教員居室があります。
　隣接する天久保池との調和を意識したデザインで構成されています。
　医学医療系の解剖学，生理学教室，および人間学群心理学類・芸術専門学群・体育専門学群の研究室
が集まっています。

分子生物学的な実験から組織学解析 , 画像処理などを行いま
す。学生には , 実験することと勉強すること，どちらも重要で
あることを伝えています。

＜研究棟＞ 

＜研究室の様子＞ 
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  「神経科学研究・一年」

医学類 4年　中村　賢佑

　医学類 4年の中村賢佑です。この度，私の研究
室演習での活動について紹介させていただく機会
をいただき光栄に思います。
　私は 3年次から解剖学・神経科学研究室での活
動に参加してきました。ヒトの脳は800億を超え
る神経細胞によって，神経回路のネットワークを
形成しています。このネットワークが，私たちの
日々の行動を制御し，認知や情動といった複雑な
精神活動を生み出しています。脳によって生み出
される多様な感情，思考のメカニズムを解き明か
す脳神経科学の魅力に惹かれ，門を叩きました。
　私が所属する解剖学・神経科学研究室では「シ
ナプス機能を支える細胞内物質輸送機構」と，「シ
ナプスの形成・発達と免疫システムの相互作用」
の 2つのテーマについて研究を行っています。私
は佐々木哲也先生の下で，後者のテーマの，特に
自閉スペクトラム症（ASD）という疾患モデル
に注目した研究に参加させていただいています。
ASDは社会相互作用の障害と，限られた分野に
しか興味を示さない定型的行動という特徴を持つ
発達障害の一つです。その背景には遺伝的要因と
環境要因があり，環境要因として妊娠中のウイル
ス感染などによる母胎免疫の活性化（MIA）や，
バルプロ酸などの抗てんかん薬への胎児期におけ
る曝露がASD症状を引き起こすと知られていま
す。それらの要因によって，発生・発達期の神経
細胞の成熟やシナプスの形成に異常が生じると考
えられています。そこで，私が参加しているグルー
プでは，ASDモデルマウスを用いて神経細胞で
発現している分子やシナプス形成に関わるミクロ
グリアの形態などの解析を行うことでASD発症
のメカニズムの一端を解明しようとしています。
　実験の手法は大まかに，ASDモデルマウスの
作成，脳のサンプリング，切片作製，免疫染色，
画像解析といった流れで行われます。
　私が研究室に通い始めた最初の半年は，サンプ
リング，切片作製，免疫染色を繰り返し行うこと

で手技の向上に努めました。発生・発達期である
胎生18日から生後35日までのマウスを，PFAや
Glyoxal 溶液によって灌流固定します。その後，
取り出した脳を冷凍し，15 ～ 60㎛の厚さに切り
出します。その切片から免疫染色によって目的の
抗原を検出しました。初めのうちは，試薬の作成
方法や実験器具の使い方が分からなかったり，実
験手技が未熟で組織を傷つけてしまったりしてい
ましたが，試行錯誤を重ね他のラボメンバーから
助言をもらうことで安定して実験が行えるように
なりました。
　最近では，ASDモデルマウスの作製や画像解
析を修得しています。ASDモデルマウスは，妊
娠中のマウスにバルプロ酸や合成二本鎖 RNAの
poly（I：C）を，腹腔内投与や胃内投与をするこ
とによって作製します。この操作によってマウス
が死んでしまったり，流産してしまったりするこ
とがあり難しさを感じています。画像解析では，
染色した切片を顕微鏡で撮影した画像から，神経
細胞やミクログリアの数や位置関係，形態を定量
しています。解析することで，それまで積み重ね
てきた実験の結果が数字によって表されると強い
達成感が得られます。
　このように一つの研究を進めるにあたって，マ
ウスの飼育からコンピューターによる解析まで，
ウェットな部分とドライな部分を織り交ぜた複数
の工程があり，幅の広い手技や知識を身につける
ことが出来ました。
　また，研究室では週に一回ラボミーティングに
て，学生が自分の研究の進捗報告や研究に関連す
る論文の紹介を行っています。他の学生の研究
や，世界中で行われている最新の研究について知
ることが出来る有意義な機会となっています。そ
こで，私も何回か論文の紹介をしたことがあるの
ですが，論文を読み込み理解するのは難しく，さ
らにわかりやすく人に伝えるのは苦労しました。
しかし，この経験を通して論文を読み，要約し，

─  65  ─



伝える力が鍛えられました。さらに，自分の考え
をまとめて発表する練習になりプレゼン能力が身
についたと思います。
　昨年度の研究によって，炎症性サイトカインの
インターロイキン（IL）17aとその受容体が中枢
神経系に影響を与えていることが分かりました。
現在は ASDモデルマウスにおけるミクログリア
の活性化状態を評価することで，シナプスの形成
に対するミクログリアの影響を明らかにしたいと
考えています。
　一年間の研究室演習を終えて，研究活動の難し
さと面白さ，さらに人間の神経系の奥深さを知る

ことが出来ました。また，私たちが行っている研
究の先は精神疾患の機序の解明や治療・予防へ繋
がる，今後の医学にとって重要な貢献をすること
が出来る魅力的な分野です。そのような脳という
複雑なシステムの理解に挑戦することは，人間を
知るというやりがいを感じられるものでした。
　最後に，実験手技や研究の進め方を教えてくだ
さった先生方，ラボメンバーの方々に感謝を申し
上げます。研究室の皆様のおかげで研究室でしか
得られない様々な経験をすることが出来ました。
本当にありがとうございました。

～あとがき～
　今回は，解剖学・神経科学研究室と，ラボの一員であるM4の中村さんの研究活動内容について
紹介させていただきました。研究室演習の一環として，低学年のうちから研究室の活動に参加する
ことで，興味のある分野に関して探求し，早期から論文や最新の研究に関わることが出来るという
事が筑波大学の一つの魅力であると思います。
　また，今回の解剖学・神経科学研究室のように，高度な研究を行うにあたって必要な手技や知識
を会得することが出来る筑波大学は中村さんのような研究に興味を持つ多くの学生にとって最適な
環境であるといえます。
　今回の研究室紹介が，少しでも多くの学生が研究室に足を踏み入れるきっかけになればと考えて
います。最後まで読んでいただきありがとうございました。
 会報96号担当（学生役員）医学類 5年　白根愛子・福留　舞

脳組織の顕微鏡画像の定量的解析を行う筆者。
医学類の講義や実習が終了してから，研究室に
通って，実験や解析を行っている。

研究室の学生と神経科学の教科書の輪読会を行
い，研究を行う上で必要な知識を身に付ける。
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